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 平成２６年４月から、利用者を直接支援する職員と利用者の比率を２：１にしました。こ

れは長年私が最低の職員配置の比率と言ってきた比率で、やっとそれが実現できました。東

京都のサービス推進費のおかげです。この職員配置で何をやるか。それはこれまでかりいほ

が実践で創り上げてきた支援、個別支援をさらに進めることです。利用者一人ひとりに応じ

た丁寧な支援をすることです。「生きにくさ」の理解、「生き直し」の実践、「晴れ舞台」

の創造を進めることです。そのためには職員の支援力を高めなくてはなりません。個別支援

の推進、職員の支援力の向上、これがまずやることです。 

 同時に調理員を３人から３．５人にしました。そして調理に関わる職員を４人から５人に

しました。これまで不十分だったところを見直し、今まで以上に安全で楽しめる食事の提供

をします。 

 平成２６年度に建物の大規模修繕をします。修繕の内容の中心は、利用者の居室の個室化

です。男子棟、女子棟を完全に個室化し、職員宿舎の A棟、B棟、事務棟も居室に改修しま

す。居室の個室化は、利用者の安心、安全な生活のうえで避けられないことです。 

 共生社会を創る愛の基金の助成事業「生きにくさを抱えた知的障害者を支援し続けるため

の人材育成研修」は３年目になります。今年度は栃木、宮城、東京、兵庫で「利用者の人生

の語り」を行う予定です。 

 

平成２６年度の取り組み 

施設長 石川 恒 
 

『かりいほ応援団』会員募集のお知らせ 

 

○年会費 （個人会員）一口 ２，０００円   （終身個人会員）一括納入２０，０００円 

     （団体会員）一口 ５，０００円        ＊一口以上でお願い致します。 

○申し込み方法  下記の口座にお振込みください。 

〈ゆうちょ銀行〉振替口座番号 ００１１０－４－２９１２５６ 

    加入者名 『かりいほ応援団』 

  ※通信欄には会員種別と連絡先（郵便番号、住所、名前、電話番号等）の明記を     

お願いします。 
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 ２０１４年度版、かりいほ茶が遂に完成しました。 

 今年のかりいほの冬は非常に寒い日が続き、最低気温が氷点下７度になることもし

ばしばありました。近年では一番寒い冬でした。その寒い冬を乗りこえ、暖かい春を

迎えました。春は去年のような遅霜が来ることもなく、順調に暖かい日が続きまし

た。寒い冬と暖かい春で旨みを蓄えた新芽がすくすくと育ちました。 

今年の茶摘みは、５月２０日から始まり５月２５日まで行いました。その間、総勢

約１００名のボランティアさんにお手伝いいただきました。ありがとうございまし

た。 

みんなで丁寧に手摘みされた茶葉を、かりいほ内にある製茶工場で荒茶に加工しま

した。多くの人に見守られながらの加工でした。 

 今年の煎茶は「夢雫（ゆめしずく）」、茎茶を「ゆめごこち」と名付けました。自

園自製茶２年目で、まだまだ発展途上のかりいほ茶ですが、今年の茶摘みやお茶を通

して、かりいほ茶の持つ可能性や、私たちがかりいほ茶に託した夢の雫を味わっても

らえればと願いを込めて名付けました。 

 かりいほ茶をご愛飲頂き、今後とも「かりいほのお茶作り」を応援くださいますよ

う、よろしくお願いいたします。（生活支援員 高橋 勝博） 

 

２０１４年 

かりいほ茶のお知らせ 

平成２６年度 

   かりいほ茶お品書き 

煎茶「夢雫」１００ｇ    

   ８００円 

茎茶「ゆめごこち」１００ｇ 

   ５００円 

ほうじ茶１５０ｇ 

   ５００円（８月上旬予定） 

※宅配便でお送りできます。代金は銀行

振り込みになります。その際、送料は着

払いでお願いします。 
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ゆいの里のイベントに参加して 

 

３月１日にゆいの里主催の市民公開講座に職員２名と利用者５名で参加しました。

そこでかりいほのブースを出展させて頂くことになり、販売と展示をしました。かり

いほから結び織り、リース、ほうじ茶、野菜などを販売することになりました。 

またＴ君が自分の綿あめの機械を使い、綿あめを振舞うこともやりました。初めて

の所での販売であったので不安でした。しかし、販売を始めたところ、結び織りの座

布団が珍しいこともあり、用意してきた２０枚がほとんど売れてしまいました。販売

を手伝っていたＫ君とＴ君は、自分で作った結び織りの座布団が売れてとても喜んで

いました。しかし、残ってしまった座布団もあり、どういうデザインが好まれるのか

が分かり、今後の２人にとって座布団を作成する参考になったと思います。綿あめを

振舞ったＴ君も始めは張り切って作っていましたが、朝早くから準備等をしていたの

で、途中で疲れを見せることもありましたが、最後まで頑張って作りました。 

今回参加して利用者たちは前日から会場設営から参加し、当日も雨の降るなか駐車

場の案内係をしたり、自分たちで作って販売までするといういい経験ができたと思い

ます。（生活支援員 山口 貴寛） 
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かりいほ便り 年３回発行（６月、１０月、２月） 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

 

滋賀県社会福祉法人大木会・あざみ研修旅行 

 

 

  平成２６年７月１５日から７月１８日に滋賀県社会福祉法人大木会にて標記

研修を実施しました。かりいほからは、施設長石川を含む５名の職員と３名の

利用者が参加しました。 

 前半の研修は、２つのグループに分かれて行われました。１つ目のグループ

は、利用者３名と職員３名とともに結び織りの研修に参加しました。結び織り

の織り機を持ち込み、大木会の職員の方から指導をもらいながら、結び織りを

学びました。利用者のうち１名が持ち込んだ結び織りの座布団を完成させまし

た。２つ目のグループは株式会社なんてん共働サービスを見学しました。この

企業は、３５年前から知的障害者の地域就労に取り組み、成果を上げていま

す。そのなんてんでは、地域就労の展開の仕方について学びました。 

 後半の研修は、近江学園（社会福祉法人大木会の前身）の創設者の一人であ

る糸賀一雄先生の足跡をたどりながら、福祉の思想を学びました。そしてこれ

からの福祉の在り方を考えさせられました。 

 また、結び織のデザインを学ぶために琵琶湖畔を散策し、その後関ヶ原古戦

場跡、安土城を見学しました。その際に、石垣のデザインで座布団を作ってみ

てはどうかなどの意見が交わされました。 （生活支援員 蛭田 光） 

結び織の様子 いいデザインはできそうかな？ 


